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（平成 30 年 6 月 13 日受付，平成 30 年 12 月 13 日受理）
Relationship between Toyohiko Kagawa and Taiwan, as shown in 
Taiwan Nichinichi Shinpō：
 Kagawa’s Visits to Taiwan during the Taishō Period and the Shōwa Period before the war
YU Lingfeng *
　　This study centers on two research questions: a) how was Toyohiko Kagawa reported on among the Japanese community in 
Taiwan during the Taishō–Shōwa period, specifically in the Taiwan Nichinichi Shinpō and b) how did Kagawa affect Taiwanese 
residents through his missionary work on his four visits to Taiwan? This study examines magazines and newspapers from the Taishō–
Shōwa period, including the Taiwan Nichinichi Shinpō in particular. Our research revealed that not only did Kagawa conduct missionary 
work among the Japanese, but he also conducted missionary work, such as preaching, among the Taiwanese. Kagawa’s views on 
Taiwan had no direct inﬂuence on oﬃcials in the Taiwan Governor’s Oﬃce during Japanese occupation, but his thoughts inﬂuenced 
contemporary Taiwanese society via such members of the Taiwanese elite such as Shiqian, Dong Dacheng, and Lin Guohuang.






















































それと同時に，賀川は， 「友愛会顧問」（1921年 7月 31日
号（5）），「新川部落の神様」（1921年 8月 7日号（7）），「大
正期ベストセラーとなった『死線を越えて』の著者」（1922
















































































































































































































八日夜　　日基會堂，修養会　  會衆　             三〇〇名
九日午前十時　淡水中學 　　　 學生                 四五〇名
同午後四時  總督府       　　　　 官吏   　　      三五〇名
同夜  鐵道ホテル大講演會  　　  會衆　　   一，二〇〇名 
                      　　　　　　　    決心者　　   　  　四七名
十日午前十時　婦人大會  　　　婦人                 四〇〇名
           　　　　　  　　　　　 決心者                     四九名
同午前三時   帝大       　　　　    學生                     六五名
同夜   日基會堂，大講演會 　      會衆           一，〇〇〇名



















10日午前には 49名，10日夜には 82名，11日 111名，12














































　賀川は 1934年 2月 1日から 3月 14日までフィリピン
基督教聯盟の招待によるフィリピン伝道に出かける。2月
1月に門司発の扶桑丸 （注 14）で台湾に向かい，台湾の高雄
から 2月 6日にメキシコ丸で出発，2月 12日にフィリピ
ンに着いた。その帰途は，香港，広州，上海などを経由
した（33）。
　The Chinese Recorder（『教務雑誌』）は，賀川の 1934年




as Revealed in the cross）と題して講演を行い，そのチラシ
には彼が「愛の使徒」（The　Apostle　of Love）と紹介さ
れている。また，婦人会での講演における賀川の演題は「現
代文明と宗教生活」（Present-day Civilization and Religious 
Life）であった。千人以上の観衆客のいた集会には，彼が「危







川の台湾での活動を報道した The Chinese Recorderと『台
湾日日新報』の内容を対照させると，賀川の演題は次の
通りとなる。
2月 4日　午後  2  時  太平町教会「十字架における愛の啓
示」
2月 6日　 午前 10時  婦人会 「現代文明と宗教生活」


























China Daily News （『字林西報』）1934年 3月 9日号 （注 18）と
The China Weekly Reviewの 1934年 3月 17日号という二つ
の新聞に賀川のマニラ訪問が掲載されている。The China 





　The China Weekly Reviewは 1917～ 1945年にアメリカ






























































に参加するために，日本代表者一行 23名 （注 22）と共に，


















































































































































































































安部は，1917年 12月 27日～ 1918年 1月 20日，1935年

































































































































ニューヘイブン市にある宗教施設 Overseas Ministries 
Study Centerへと赴き，その取締役で，賀川研究者であ











で発行された The North-China Daily News （『字林西報』），























 6　 『台湾日日新報』1922年 2月 9日号（2）より
－ 115－
 7　 『台湾日日新報』1922年 2月 22日号（5）より
 8 　『台湾日日新報』1921年 7月 31日号（5），1921年 8
月 2日号（2）より


























18　 Dr. Toyohiko Kagawa， the Japanese Christian leader， 
North-China Daily News（『字林西報』）（1864-1951）  1934 
年 3 月 9 日（10）。





















史大事典』教文館， pp.115-116， 1988年，だが，Robert 
Schildgenによれば，日本代表の人数は 23名である。
Robert Schildgen ，Toyihiko Kagawa-Apostle of love and 
Social Justice， Centenary Books， p.209.1988.中国の雑誌
に記載されているのは，24名であった（鄭啓中「馬都
拉基 督教大會的意義」（『大衆（上海 1939）』1939年第
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表１   『台湾日日新報』の紙面における賀川
－ 118－
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表 2   『台湾日日新報』における賀川に対する報道の概観
